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表 4.27 にはウォームのクラウニングの計算を示します。

13

14

15
16

11

　※修整後のデータ

2

表4.27　ウォームのクラウニングの計算
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計　算　式 計　算　例番号
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計算項目
軸方向モジュール
歯 直 角 圧 力 角
ウ ォ ー ム の 条 数
ウ ォ ー ム の
基　準　円　直　径

基 準 円 筒 進 み 角

軸 平 面 圧 力 角

軸 方 向 ピ ッ チ
リ 　 　 ー 　 　 ド

ク ラ ウ ニ ン グ 量

軸 方 向 ピ ッ チ

軸 平 面 圧 力 角

軸方向モジュール

基 準 円 筒 進 み 角

歯 直 角 圧 力 角
リ 　 　 ー 　 　 ド

係　　　　　　数

記号
mwx

αwn

z1

d1

γw

αwx

pwx

pwz

CR

px

αx

mx

γ

αn

pz

k

注、これらは修整前
のデータです。

tan−1

tan−1

πmwx

πmwx z1

歯当たりの大きさ
を考慮して決める

pwx            + 1

tan−1

tan−1（tanαx cosγ）
πmx z1

表 4.26 から求める

3
20°
2

44.000

7.765166°

20.170236°

18.849556
9.424778

0.04

9.466573

20.847973°

3.013304

7.799179°

20.671494°
18.933146

0.41

（4）ウォームギヤのセルフロック
　ウォームギヤの特徴の１つに、セルフロックという
現象があります。このセルフロックとは、ウォームホ
イールからウォームを回すことができない状態のこと
で、これを利用することにより、昇降装置などにおいて、
停止位置を簡単に保持することができるとか、その他
にも、いろいろ有効な使い方が可能です。
　ウォームギヤにおいては、セルフロックするものと、
セルフロックしないものがあり、それにはいろいろな
要素が影響します。
　軸受損失とか、潤滑油かくはん損失などによるブレー
キ力が作用しない理想的な状態を仮定して、セルフロッ
クするかしないかを判断するには、歯面に作用する力
によります。ウォームホイールが駆動歯車のとき、
ウォームの接線力 Ft1 は次の式にて計算されます。

　　　Ft1  =   cos αn sin γ  −  μ cos γ 	 （4.27）

　この接線力 F t1 が０より大きければ、セルフロックは
しません。この式から、セルフロックに影響する要素
としては、歯直角圧力角 αn、基準円筒進み角 γ と摩擦
係数 μ の３つであることがわかりますが、このなかで、
静摩擦係数 μ は潤滑状況や、表面粗さなどによって大
きく影響を受ける不確定要素です。
　式（4.27）において、F t1 = ０として、αn = 20°のとき
の基準円筒進み角 γ と摩擦係数 μ の関係を示したのが
図 4.23 です。
　実際のウォームギヤセットにおいて、摩擦係数 μ の値
を正しく算出するのは、非常に困難であるとともに、
実際には軸受損失とか潤滑油かくはん損失などによる
ブレーキ力が作用します。これらを全て正確に把握す
ることは非常に困難ですから、ウォームギヤがセルフロッ
クするかしないかを判断するのも非常に困難です。
　確実に言えることは、基準円筒進み角 γ が小さくなれ
ばなる程、セルフロック性は向上するということです。
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図4.23　基準円筒進み角 γと摩擦係数 μのセルフロック限界

図4.22　クラウニング量を計算する点Ａ
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